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事
記
一
親
詞
-
佛

足
石
歌
碑

の
歌

一
法
華
讃
歎
及
び
百
石
讃
歎
-
日
本
靈
異
記

-
萬
葉
集

の
歌

中

古

紳
樂
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足
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、
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献
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教
化
、

　
集
-
方
丈
記
、

近
　

　
世
…

法
文
歌
-
教
化
、
講
式
唱
歌
-
紳
蔵
経
教
和
歌

一
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教
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1
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教
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献
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1
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、
音
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の
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式

の
諷
諭
物

一
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和
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語
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1
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神
社
の
根
源
と
意
義
一
宮
釜
師
神
社
i
大
社
造
と
其
系
統
一
神
明
造
1-流
れ
造
と
春
日
造
一
八
幡
造
と
日
吉
造
t
入
母
屋
造
、
吉
備
津
造
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序
説
1
佛
教
建
築
と
国
民
-
飛
鳥
奈
良
時
代
一
卒
安
時
代
i
鎌
倉
室
町
時
代
l
-桃
山
時
代
-
江
戸
時
代
-
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-
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寺
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築
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一
章

榊
肚
建
築

第
二
章
　
佛
寺
建
築

第
三
章

第
四
章

廟

第
五
章

儒
教
建
築

第
六
章

古
墳
一
佛
式

の
墓
-

現
代

の
墓

基
督
教
建
築
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讃
・
鉢
叩
の
歌
-
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祭
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歌
念
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轟

轟
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附
俳
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と
宗
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教
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歌
蒔

代
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教
物
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文
献

寸

鴻、

結

論
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論

第

一
章

樂

田
　
邊

徇
　
雄

一-

三
〇

宗
教
膏
樂
の
起
源
一
宗
教
音
楽
の
必
要
i
宗
教
音
楽
の
種
類

　
　
　
　
　
　
　
神
道
音
楽

　
　

第
二
章

儒
教
音
楽

　
　

第
三
章

佛
歡
音
楽

　
　

第
四
章
　
基
督
教
音
楽

天
台
聲
明
の
梗
概

　
　
第

一章

滑
革

一

弾
薬

の
種
類
-
宮

中
に
於
け

る
御
紳
樂
一
伊
勢
神
宮

に
於

け
る
御
紳
樂
一
儀
舞
と
田
舞

及
び
田
樂
よ
り
来

れ
る
神
祭
樂
!
李

王
家
宗
廟

の
音
楽

巫
子
舞
と
白
拍
子
舞
一
東
遊
一
吉
備
樂
一
伎
樂

三

孔
子
廟
の
音
楽
一
臺
南
孔
子
廟
の
音
楽
i
朝
鮮
孔
子
廟
の
膏
樂

垂

佛
教
音
楽

の
種
類

一
雅
樂
輸
入

の
歴

史
-
林
邑
楽
一
寺
院
に
關
保
し
た
舞
楽
一

儲
教
官
樂

と
し
て
の
琵
琶

ヘ
ブ
ラ
イ
の
原
始
基
督
教
膏
樂
-
舊
教

の
膏
樂
-
新
教

の
讃
美
歌

多

紀

道
　
忽
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聲
叭
と
ぼ
一
町
度
の
源
流
-
支
那
の
源
流
一
日
本
の
源
流
-
慈
覺
大
師
と
門
下
-
中
興
の
良
怨
上
人
一
良
忽
門
下
と
妙
音
院
-
菠
入
蓮
界

の
二
派
一
宗
快
と
大
原
二
流
-
良
雄
以
後
の
傳
持

　
　
　
聲
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音
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毛

聲
・明

の
細
脚織
-

聲
・明

の
一音
階

一

=
調
多

出

-

一
画日
多

一調

博
士

曲
節

の
分
類

一
問
(
拍
子
)
一
博

士
の
構
成

-
甲
乙
兩
樣
-
博

士
の
決
定
i
五
音

の
特
性

一
博

士
の
規
格
-
曲
節

興
言
宗
聲
明
沿
革
史
概
説

大
　
山

公

淳

発

は
し
が
き

一

、

二

、
.
源

流

三

、

四

、
,

五

、

一1

さ

聲
明
の
一
般
的
原
理

一
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本
朝
往
古
の
聲
明

弘
法
大
師
の
聲
明

密
宗
聲
明
の
傅
持

六
、
諸
流
聲
明
の
分
.別
と
進
流
の
興
起

●
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七
、

八
、
隆
禪
及
び
そ
の
後

九
、
長
惠
及
び
そ
れ
以
後

十
、
新
義
眞
言

の
傳
持

中
世
に
於
け
る
野
山
聲
明

ご
八

三
三

十

一
、
雑

読

附
録

一
、
四
聲
の
研
究

附
録
二
、
法
用
研
究
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宗
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加

藤

咄

堂

一
、
宗
教
風
俗
と
民
俗
學

囎

一l

l

一酉

　
文
化
の
殘
存
と
宗
教
風
俗
一
民
俗
學
の
意
義
-
民
俗
の
變
邏

二
、
魔
と
咒
井
に
疫
病
に
關
す
る
宗
教
風
俗

一誠

魔

の
思
想

-
呪
と
拂
淨

-
形
代
と
咒

言
!
鬼
と
追
儺
-
牛
頭
天
王
と
疫
神
一
蘇

民
將
來
符
井

に
五
節
句
i
牛
祭
と
や
す
ら
ひ
祭

三
、
死
及
死
靈
に
對
す
る
信
仰

一
七

五
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死
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就

て
!
死
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四
、
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仰

の
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と
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行
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平
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出
不

敬

風

俗

加

藤

咄

堂

一
、
宗
教
風
俗
ご
民
俗
學

文
化
の
残
存
ε
宗
教
風
俗

　
與

へ
ら
れ
た
る
宗
敏
風
俗
と
い
ふ
講
題
は
其
の
範
圍
頗
る
廣
汎
に
し
て
、
廣
く
解
す
れ
ば
世
界

一
切
の
宗
教

の
儀
式
典
禮
を
も
含
む
こ

と

瓦
な
る

の
で
あ
る
が
、他
の
講
題
と
の
關
係
上
其
の
意
味
を
限
定
し
て
域
立
宗
教
の
儀
式
典
禮
以
外
、民
間
風
俗
と
し
て
保
留
せ
ら
れ
る

も
の
と
見
る
も
、
遠
き
文
化
の
殘
物
と
し
て
今
日
に
遺
れ
る

一
切

の
風
俗
i
i
・今
日
全
く
宗
教
と
は
無
闕
係
な
り
と
思
は
る
曳
も
の
で
も

一
1
其

の
源
泉
に
遡
れ
ば
、
そ

こ
に
宗
教
が
あ
る
の
で
、
ヴ
ン
ト
が
其

の
民
族
心
理
に
於
て
多
く
の
風
俗
が
咒

に
基
く
と
な
せ
る
如
く
、

長
き
時
代
の
傳
承
に
よ
っ
て
そ
れ
が
習
慣
と
な
り
風
俗
と
な
れ
る
も
の
は
、
何
れ
も
多
少
の
宗
敏
的
意
義
を
有
す
る
の
で
、
宗
教
風
俗
の

研
究
は
、
や
が
て

一
切
風
俗

の
研
究
と
も
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
玉
に
は
共

の
中
特

に
宗
教
的
色
彩
の
濃
厚
な
も
の
に
し
て
、
明
か
に
文

化
の
進
展
に
取
り
殘
さ
れ
、
し
か
も
我
が
民
族
生
活
に
多
大
の
勢
力
を
有
す
る
も
の
玉
み
に
止
め
て
、
此
講
題

の
範
圍
を
更
に
縮
小
す
る

と
と
に
す
る
。

　
蓋
し
文
化
は
絶
え
ず
開
展
し
て
次
ぎ
か
ら
次
ぎ

へ
と
移
り
行
く
も
、
其
の
開
展
に
取
り
殘

さ
れ
た
る
傳
承
は
依
然
と
し
て
民
族
心
理
の

　
　
　
　
　
　

宗
　

教
　
　
風
　

俗
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

一

陣



φ

　
　
　
　
　
　

日

本

宗

敏

大

講

座

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
二

奥
底
に
根
を
下
ろ
し
、
時
代
の
變
遷
に
よ
っ
て
多
少
の
影
響
は
受
け
つ
曳
も
、
其

の
民
族
自
體
が
創
意
に
な
る
面
影
を
久
し
く
持
續
し
來

る
も
の
で
、

ロ
ッ
ス
が

「
肚
魯
心
理
」
に
於
て
傳
承
は
近
づ
き
難
き
場
所
に
存
す
と
い
へ
る
如
く
、
都
會
に
遺
ら
す
し
て
漫
陬

の
地
に
遺

り
、
就
會
に
遺
ら
す
し
て
家
庭
に
遺
り
、
論
議
せ
ら
る
べ
き
制
度
文
物
の
上
に
遺
ら
す
し
て
、
神

聖

親

し
去
ら
る
べ
き
祭
祀
風
俗
に
遺

り
、
心
理
的
に
い
く、ば
公
明
な
る
べ
き
智
識
の
上
に
遺
ら
す
し
て
、
深
く
心
の
奥
底

に
潜
む
べ
き
情
報
の
上
に
存
し
、
知
ら
す
識
ら
す
、

肚
會
の
潜
勢
力
と
な
り
つ
丶
あ
る
も
の
で
、
こ
れ

の
攻
究
は
や
が
て
其

の
民
族
の
過
去
の
文
化
を
討
尋
す
る
上

に
多
大
の
資
料
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
古
來
好
事
の
士
、
共

の
蒐
集
と
遡
源
と
に
努
め
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
多
少

の
著
述

は
今
日
ま
で
に
も
存
し
た

の
で
、
徳
川
時
代
に
成
れ
る

「貞
來
好
配
」
「
守
貞
漫
稿
」
「嬉
遊
笑
覧
」
「鹽
尻
」
「
翁
草
」「
谷
響
集
」「燕
石
雜
志
」
の
類
を
初
め
雑
多
の
漫

筆
の
こ
れ
に
言
及
せ
ざ
る
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
系
統
的
な
る
研
究
は
矢
張
泰
西
の
發
逹
に
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、
泰
西
に
於
け
る

歴
史
學
の
發
逹
は
從
來

の
文
献
に
由
る
研
究

の
み
に
て
は
滿
足
せ
す
、
文
献
以
外
に
確
實
な
る
史
的
資
料
を
得
ん
と
し
遺
物
遺
跡

の
研
究

よ
り
更
に
遡
っ
て
文
献
以
前
に
突
入
す
る
考
古
學

の
發
逹
と
な
り
、
廣
く
こ
れ
を
各
民
族

の
聞
に
見
ん
と
す
る
人
類
學
、
言
語

の
系
統
よ

ゆ
之
れ
を
蕁
ね
ん
と
す
る
言
語
學
と
共
に
風
俗
習
慣
を
尋
ね
ん
と
す
る
土
俗
學
な
る
も

の
も
行
は
る
玉
に
至
り
、
或
は
地
中
に
埋
没
せ
る

も
の
を
探
り
、
或
は
こ
れ
を
現
存
の
野
蠻
人
に
尋
ね
、
斯
學
の
發
達
頗
る
盛
ん
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
遠
く
求
め
深
く
探
り
つ

曳
あ
る
闇
に
、
其

の
脚
下
を
照
顧
せ
ぱ
現
に
文
化
を
以
て
誇
り
つ
玉
あ
る
歐
洲

の
國

々
に
も
術
ぼ
古
代
文
化
の
遺
物
と
も
殘
骸
と
も
見
ら

る
丶
諸
種
の
風
俗
習
慣
の
行
は
る
義
に
想
到
し
て
、
こ
れ
が
蒐
集
と
研
鑽
と
に
興
味
を
感
ず
る
も
の
を
生
じ
、
絡

に
民
俗
學

(司
。宇
§
①}

な
る

一
學
科
を
成
立
せ
ん
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
、
此
民
俗
學
こ
そ
は
こ
ム
に
講
述
せ
ん
と
す
る
宗
教
風
俗
に
基
礎
づ
け
る
有
力
な
る
も

の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。



　
併
し
其

の
研
究
は
今
尚
ほ
初
期
に
属
し
て
專
ら
其
の
資
料
を
蒐
集
す
る
以
上
に
進
む
こ
と
は
少
く
、
前
掲
考
古
學
に
驕
す
る
諸
學
科
や

宗
教
學
の
發
逹
を
背
景
と
し
、
特

に
近
年

に
於
て
新
た
に
研
究

の
分
野
を
開
か
れ
た
る
民
族
心
理
學
に
よ
っ
て
共
の
基
礎
を
得
ん
と
す
る

の
で
あ
る
が
・
日
本
に
於
て
は
明
治
三
十
五
年

(西
暦

一
千
九
百
二
年
)
に
予
が

「
B
本
宗
教
風
俗
志
」
を
著
は
す
ま
で
に
之
れ
を
取
り

纏
め
π
も
の
も
な
か
っ
た

の
で
、
頗
る
杜
撰
で
は
あ
っ
た
が
、
當
時

一
膝
地
方
別
に
観
察
し
、
爾
来
專
ら
其
の
蒐
集
に
つ
と
め
て
大
正
三

年

に
至
り

「日
本
風
俗
志
」
と
し
て
之
れ
を
集
成
し
、
更
に
歴
史
的
攻
究
に
志
し
て
大
正
十
四
年

(西
暦

一
千
九
百
二
十
四
年
)
に
至
り

「
民
間
信
仰
史
」と
し
て
其

の

一
牛
を
公
に
し
だ
の
で
あ
る
が
、
研
鑽
未
だ
足
ら
す
其
の
基
礎
的
研
究
に
至
っ
て
は
、
こ
れ
を
泰
西
民
俗
學

の
進
歩
に
待
つ
所
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

民
俗
學

の
意
義

　
民
俗
學
即
ち

フ
オ
ル
ク
・
ロ
ア
ー
な
る
語
は

フ
オ
ル
ク
は
民
衆
叉
は
異
聞
、時
に
は
民
族
と
も
譯
さ
る
丶
字
で
あ
り
、

ロ
ァ
ー
は
智
識
を

意
義
す
る
語
で
あ
る
が
・
此
語
を
造
り
出
し
て
従
来
の
異
聞
の
舊
風

(弓
。覧
】鳶

鬘
誌
自
註
。
)
と
い
ふ
意
味

の
語

に
代
用
し
た
の
は

一
千
八

百
四
十
六
年
・
ウ
イ
リ
ヤ
ム
・
ト
ム
ス
が
此

フ
オ
ル
ク
・
ロ
ア
ー
な
る
語
の
下
に
新
ら
し
き
研
究

の
地
を
開
拓
し
た
る
に
基
き
、

一
千
八
百

七
十
八
年
民
俗
學
會
な
る
も

の
が
英
吉
利
の
・
ン
ド
ン
に
設
け
ら
れ
て
よ
り
此
語
は

一
般
に
使
用
せ
ら
る
曳
こ
と
玉
な
り
、爾
來
米
、佛
、

獨
・
伊
等
各
所
に
同
名

の
會
は
設
立
せ
ら
れ
、
其
の
初
め
は
專
ら
欧
羅
巴
民
族
聞
に
於
け
る
文
化
的
遺
物

の
研
究
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は

共
の
範
囲
を
廣
め
て
世
界
各
民
族

に
於
け
る
當
該
民
族
が
其

の
心
的
過
程
に
よ
り
創
造
せ
る
文
化
の
殘
存
物
を
研
究
す
る
こ
と
瓦
な
り
、

一
千
八
百
八
十
九
年

に
は
佛
蘭
西
の
巴
里
に
萬
國
民
俗
學
大
會
を
開
き
次
い
で
英
吉
利
の
ロ
ン
ド
ン
、
亜
米
利
加
の
シ
カ
ゴ
に
も
開
か
れ

　
　
　
　
　
　

宗

教

風

俗
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日

本

宗

教

大

講

座

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
因

て
其

の
範
囲
は
廣
く
、
其

の
研
鑽
は
益
々
進
ん
だ
の
で
、
バ
ー
ン
女
史

の

「民
俗
學
提
要
」
(囲H拶戸
負び◎O犀
　Oh　肉
O一犀h一〇肖①
)
の
い
ふ
所
に
よ

れ
ば

「
民
俗
學
は
文
化
低
き
民
族

の
間
に
現
に
行
は
れ
、
叉
は
文
化
民
族
中
の
文
化
低
き
人
々
の
中
に
今
尚
ほ
保
留
せ
ら
れ
て
居
る
傳
統

的
な
信
仰
、
慣
習
、
説
話
、
歌
謡
及
び
俚
諺
等
を
總
括

し
包
含
す
る
」
の
で
あ
る
。
叉
い
ふ
民
俗
研
究
は

「農
夫

の
使
ふ
鋤
の
形
式
で
な

く
し
て
、
之
れ
を
使
用
す
る
折
の
儀
式
で
あ
り
、
漁
夫
が
使
用
す
る
網
や
銛

の
製
作
で
な
く
し
て
、
海

に
出
た
時
に
守
る
禁
忌
で
あ
る
。

橋
や
住
宅
の
建
築
術
で
な
く
し
て
、
そ
れ
に
拌
ふ
儀
式
で
あ
る
、
…

…
-
こ
れ
ら
の
言

ひ
慣
は
し
や
行
事
は
、
單

に
習
慣
と
傳
承
と
に
よ

っ
て
承
認
せ
ら
れ
永
續
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
決
し
て
實
驗
的
智
識
や
科
學
的
に
確
識
せ
ら
れ
た
事
實
で
は
な
い
」と
。
予
が
今
宗
教

風
俗
と
し
て
研
究
せ
ん
と
す
る
の
は
全
く
此
部
門
に
屬
す
る
の
で
、全
く
以
て
文
化
開
展
途
上
に
於
け
る
殘
存
物
3
葭
二
養
冨
言

9
曇
霞
Φ
)

た
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

民

俗

の

變

遷

　
併
し
文
化

の
開
展
す
る
に
つ
れ
、
此
殘
存
物
も
亦
幾
多
の
變
改
を
餘
儀
な
く
せ
ら
る
玉
の
で
、
如
何
に
殘
存
物
と
い
ふ
て
も
、
そ
れ
が

原
形

の
ま
」
に
在
せ
ら
る
』
の
で
は
な
い
、
勿
論
駸
々
た
る
文
化
の
開
展
に
較
ぶ
れ
ば
如
何
に
も
遅
々
た
る
も

の
で
は
あ
る
が
民
族
自
體

の
智
識

の
進
歩
や
外
來
文
化
の
影
響
等
に
よ
っ
て
今
猶
ほ
昔
の
如
し
と
は
云
ひ
得
な
い
の
み
な
ら
す
、
新
た
に
來
つ
た
る
文
化
の
之
れ
に

迎
合
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
も
有
し
て
今
日
民
俗
と
し
て
殘
存
せ
る
も
の
を
宗
敏
的
に
觀
察
す
れ
ば
、

　

一
、
民
族
自
體

の
創
造
に
な
る
と
見
る
べ
き
自
然
教
の
残
留
。

　
=
、
外
よ
り
来
た
る
文
化
的
な
る
成
立
宗
教
の
迎
合
。



と
を
看
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
民
俗
に
は
又
民
俗
と
し
て
の
變
遷
史
あ
る
こ
と
を
忘
る
』
こ
と
は
出
來

な
い
が
、
其
の
何
れ
も
之

れ
を
現
代
よ
り
観
察
す
る
時
は
共
の
時
代
に
遠
近
こ
そ
あ
れ
、
過
去

の
遺
物
な
る
に
於
て
は
則
ち

回
で
、
最
も
原
始
的
な
る
遺
物
も
あ
れ

ば
、
奈
良
準
,安
朝
時
代
の
遺
物
も
あ
り
、
近
く
徳
川
時
代

の
遣
物
も
あ
っ
て
優
に
文
化
的
殘
有
物
た
る
資
格
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

　
い
つ
の
世
も
、
時
代
は
歴
史
の
縮
寫
で
、
文
化
燦
然
た
り
と
云
は
る
瓦
現
代
も
悉
く
過
去
の
積
集
を
土
臺
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
其
の
土
豪
石
に
は
近
き
徳
川
時
代
に
盛
ん
に
行
は
れ
た

「
三
世
相
大
雑
書
」

の
信
仰
も
行
は
れ
、
太
陰
暦
と
關
聯
し

た
る
宗
教

風
俗
、
其
又
基
礎
を
成
し
た
る
奈
良
卒
去

の
昔
に
輸
入
せ
ら
れ
た
る
大
陸
風
俗
の
民
族
的
融
合
や
、
鎌
倉
時
代

に
行
は
れ
た
る
武
家
的
習

俗
も
殘
存
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
仔
細
に
こ
れ
を
分
類
せ
ん
こ
と
は
頗

る
困
難
で
あ
る
か
ら
今
は
共
の

一
二
の
事
項
に
就
て
其
の
發
生
と

變
邁
と
を
併
せ
叙
し
て
、
共

の
現
存
風
俗

に
及
ぶ
こ
と
正
す
る
。

二
、
魔

ご
咒
井
に
疫
病
に
關
す

る
宗
敏
風
俗

魔
　
の
　
思
　
想

■

　
ヴ

ン
ト
が
其

の

「民
族
心
理
學
」
に
於
て
原
始
人
の
信
仰
と
見
る
べ
き
も
の
は
デ
ー
モ
ン

(U
Φ言
書
)
と

マ
ヂ
ツ
ク

(出
品
5

と
で
あ

っ
た
で
あ
ら
う
と
観
察
し
た
如
く
、
デ
ー
モ
ン
普
通
に
魔
叉
は
鬼
と
譯
さ
る
製

一
種
見
る
べ
か
ら
ざ
る
力
の
人
生
に
影
響
!
一
主
と
し
て

危
害
一
～

を
與

へ
る
も
の
で
、
天
災
地
妖
悉
く
此
魔
の
行
爲
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
此
観
念
を
強
め
た
の
は
死
と
病
と
に
於
け
る
恐

怖
で
、
彼
等
は
猛
獸
毒
蛇

に
殺
さ
れ
、
叉
天
變
地
異
に
よ
っ
て
命
を
失

ひ
、
時
に
敵
人
に
害
せ
ら
る
丶
こ
と
を
見
て
他
の
力
に
よ
っ
て
殺

　
　
　
　
　
　

宗
　
　
教
　
　
風
　
　
俗
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本
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講

座

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
六

害
せ
ら
る
』
こ
と
を
知
る
も
、
自
然
死
に
至
っ
て
は
其
の
原
因
を
究
む
る
能
は
す
、
こ
れ
ら
は
目
に
見
え
ざ
る
も
の
帥

ち

魔

の
行
爲
と

し
、
其

の
自
然
死
の
殆
ん
ど
豫
件
に
し
て
且
つ
人
を
苦
む
る
多
き
病
を
も
亦
此
魔

の
行
爲
な
り
と
駕
し
た
の
で
、
印
度
に
於
て
も
病
魔
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ　　モ　
も　　へ

魔

の
名
あ
り
支
那
に
於
て
は
疫
鬼
虐
鬼
等
の
語
を
用
ひ
、
且
つ
死
は
鬼
な
り
と
し
、
其
の
初
め
は
我
が
國

の
も

の
』
け
と
い
へ
る
ぼ
ど
の

意
味
で
、
今
日
所
謂
悪
魔
ぼ
ど
禍
害
の
方
に
明
確
に
傾
い
て
居
る
も
の
で
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
兎
に
角
、
人
の
最
も
忌
む
死
と
病
と

　
　
　
　
　
　
　
　

しに
が
み

を
司
る
も
の
と
し
て
死
棘
や
疫
病
神

の
信
仰
を
發
生
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
最
も
原
始
的
な
る
も

の
は
葬
式
の
場
合
に
同
じ

道
を
往
き
て
同
じ
道
を
還
る
と
、
死
魔
が
後
か
ら
追
か
け
て
來
る
と
い
ひ
、
今
も
葬
式
に
は
往
復
途
を
異
に
す

る
風
俗
が
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
ヴ
ン
ト
は
今
日
立
派
に
置
か
る
瓦
墓
石
も
其

の
初
め
ぱ
死
屍
よ
り
離
れ
來
た
ろ
魔
の
復
び
出
て
來
っ
て
他

の
人
に
害
を
與
へ
ん
こ

と
を
恐
れ
て
之
れ
を
地
中
に
埋
め
其

の
上
に
石
を
置
き
し
に
基
く
に
あ
ら
す
や
と
考

へ
ら
る
と
い
ふ
て
居
る
ほ
ど
で
、
死
を
魔
に
關
嚇
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ころ

し
め
た
る
信
仰
は

「葬
式
の
歸
り
に
轉
ぶ
と
三
年
目
に
死
ぬ
≒
出
過
ぴ
葬
は
よ
い
が
、
葬
式
に
追
ひ
か
け
ら
れ

る
の
は
悪
い
」
と
い
ふ
の

も
此
魔
に
追
は
れ
る
思
想
か
ら
出
た
の
で
あ
る
。

咒
　
ε
　
拂

淨

　
病
を
魔
と
し
て
之
れ
を
拂
は
ん
と
す
る
風
は
、後
世
、節
分
の
夜
の
疫
拂
ぴ
等
と
な
っ
て
遺
り
、
死
病
其
他

一
切
の
爾
害
を
悉
く
こ
れ
を

魔

の
行
爲
と
し
て
之
れ
を
紡
ぎ
叉
は
拂
は
ん
が
た
め
に
用
ひ
ら
れ
た
る
最
初
の
も
の
は
咒
で
あ
っ
て
、
ヴ

ン
ト
は
原
始
時
代
に
諸
種
の
風

俗
を
生
す
る
起
源
を
寫
す
も
の
此
咒
即
ち
ま
ち
な
ぴ
で
あ
っ
て
其

の
最
も
原
始
的
な
も
の
は
成
る
物
を
身

に
着

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
魔
を

拂
ひ
又
は
或
る
特
色
を
身
に
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
災
害
を
冤
る
義
と
し
た
も
の
で
、
前
者

の
例
と
し
て
は
小
さ
い
瓢
箪
を
腰
に
つ
け
れ
ば



轉
ば
ぬ
と
い
ぴ
、
或
は
珊
瑚
珠
の
簪
は
魔
除
け
に
な
る
と
い
ふ
類
で
、
主
と
し
て
自
然
物
で
今
も
民
俗

の
上
に
遺
れ
る
も
の
一
i

勿
論
後

世
に
添
加
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
一

の
一
一三
を
擧
ぐ
れ
ば

　
蟹
の
甲
を
吊
る
せ
ば
悪
病
除
け
と
な
る
、

　
三
角
の
銀
杏
を
持
て
ば
狐
に
化
さ
れ
ぬ
、

　
赤
玉
蜀
黍
は
雷
除
と
な
る
、

　
鮑
轂
を
屋
根
に
伏
せ
れ
ば
小
見
が
夜
泣
き
せ
ぬ
、

の
類
で
、
後
に
は
漸
次
加
工
せ
ら
れ
た
も
の
が
用
ひ
ら
る
Σ
に
至
っ
た

の
で
、
恐
ら
く

一
切
工
藝
作
品
の
源
頭
を
爲
し
た
も
の
で
あ
ら
う

と
思
は
れ
る
原
始
的
作
目聞
例

へ
ば
我
が
上
代
人
の
頸
飾
と
せ
る
勾
玉
管
玉
の
如
き
も
勾
玉
は
獸
類
の
爪
叉
は
牙
、
管
玉
は
竹
箸
を
切
り
て

繋
ぎ
し
自
然
物
よ
り
變
じ
て
加
工
品
と
な
っ
た

の
で
、
咒
物
崇
拜

(潯
募
監
暮

)
の
面
影
は
我
が
國
に
存
し
て
居
る
こ
と
は
見
難
き
事
實

で
な
い
。
後
者
は
身
體
の
或
る
個
所
を
草

の
葉
や
木
の
皮
等
で
掩
び

、
叉
は
入
墨
を
施
す
等
で
、
ヴ
ン
ト
は
衣
服
の
起
源
を
さ

へ
此
咒
に

基
く
に
あ
ら
す
や
と
見
た
ほ
ど
で
、
入
墨

に
就
て
は

「魏
志
」
倭
人
傳
に

「文
身
以
て
蛟
龍
の
害
を
妨
ぐ
」
と
か

「文
身
は
亦
以
て
大
魚

水
禽
を
厭
は
し
む
後
稍

工
以
て
飾
と
な
す
」
と
あ
る
や
う
に
咒

の
目
的
に
出
た
も
の
な
る
こ
と
は
疑
ひ
な

い
。

　
更
に
此
魔
を
拂

ふ
に
於
て
最
も
有
力
な
る
も
の
と
し
て
用
ひ
ら
る
製
も
の
は
火
と
水
と
で
、
火
は
人
類
の
發

明
し
た
る
主
要
な
る
も
の

で
、
こ
れ
を
焚
く
こ
と
に
よ
っ
て
能
く
猛
獣
毒
蛇
の
来
襲
を
妨
ぎ
得
る
が
故
に
魔
も
亦
之
れ
を
以
て
妨
ぎ
得
べ
し
と
し
、
之
れ
を
以
て
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ど
ひ

淨
を
挑

ひ
得

べ
し
と
し
て
、
葬
式
を
逸
る
時
に
は
門
火
と
稱
し
て
之
れ
を
焚

き
、
藝
人
な
ぞ
は
家
を
出
る
時
に
は
切
火
と
稱
し
て
火
を
鑚

っ
て
之
れ
を
淨
む
る
も
其
の
習
俗
で
あ
り
、
水
は
汚
穢
を
拂

ふ
も
の
と
し
て
早
く
禊
祓
の
神
話
あ
り
、
神
前
佛
前
に
詣
つ
る
に
は
水
を
以

　
　
　
　
　
　

宗
　

教
　

風
　

俗
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七



　
　
　
　
　
　

日

本

宗

教

大

講

座

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

八

て
手
を
浄
め
、
水
特
に
海
水
と
聯
想
せ
ら
る
製
鹽
は
不
浄
を
拂
ふ
も
の
と
し
て
、
料
理
店
等
に
て
は
門
戸
に
鹽
を
盛
り
て
客
を
迎

へ
、
災

害
あ
る
時
は
之
れ
を
撒

い
て
不
浄
を
拂

ひ
、
葬
式
よ
り
歸
り
来
た
る
も

の
に
は
鹽
を
踏
ま
し
め
て
之
れ
を
淨
む
る
等
其

の
名
殘
り
を
見
る

べ
き
も
の
が
多

い
。

形

代

ε

咒

言

　
ヴ

ン
ト
は
拂
淨

の
形
式
と
し
て
此
水
と
火
と
を
算
し
、
更
に
樹
ほ

一
つ
の
形
式
と
し
て
罪
叉
は
穢
れ
を
他
の
生
物
又
は
無
生
物
に
轉
嫁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
し
ろ

せ
し
む
る
こ
と
を
擧
げ
て
居
る
が
、
こ
れ
も

亦

我

が

國
に
て
は
古
来
よ
り
形
代
と
い
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
今

日
に
て
も
六
月
叉
は
十
二

月
の
大
祓

に
は
鰐
殊
に
切
り
た
る
紙
に
自
分

の
年
を
書
き
・
こ
れ
を
以
て
身
體
中
を

こ
す
り
・
我
が
罪
と
穢
れ
を
こ
れ
に
塗
り
つ
け
た
る

も
の
を
燒
き
又
は
流
し
て
拂
淨

の
意
を
寓
す
る
こ
と
が
あ
り
、
節
分

の
夜
に
は
自
分
の
年
齢
だ
け
の
灼
豆
を
紙

に
包

み
、
こ
れ
に
て
身
體

中
を
撫
で
丶
共
の
罪
を
魄
嫁

せ
し
む
る
風
が
あ
り
、
關
東
地
方
に
て
は
友
引
の
日
に
葬
式
を
營
む
と
死
者
が
友
を
引
く
と
て
之
れ
を
忌
む

が
已
む
を
得
ざ
る
場
合
に
は
人
形
を
死
體
と
共
に
葬
っ
て
共

の
友
の
代
理
た
ら
し
む
る
と
い
ふ
妙
な
風
習
も
あ

っ
て
、
同
じ
く
此
轉
嫁
思

想
に
基
く
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
外
、
魔
に
鬮
嚇
し
て
藩
、
へ
ら
る
』
も
の
は
言
語
の
迷
信
で
、
何
れ

の
民
族
も
其

の
昔
に
於
て
は
言
語
は
棘
よ
り
授
け
ら
れ
た

る
も
の
と
し
て
之
れ
を
神
聖
視
せ
し
が
故
に
・
此
言
語
の
聯
想
が
直

に
鍋
繭
に
影
響
す
る
も
の
と
し
て
、
後
に
は
咒
文
と
し
て

一
種
の
神

秘
な
る
言
語
を
も
創
造
し
専
門
家
の
使
用
に
任
す
に
至
れ
る
ほ
ど
で
、
江
戸
時
代
一
…
否
な
今
日
に
至
る
も
1

關
東
の
人
々
が
小
兒
が

怪
我
で
も
な
せ
る
場
合
に

「ち
・
ち
ん
、
ぶ
い
ノ
丶
御
代
の
御
寶
」
と
い
ふ
て
撫
で
る
如
き
は
其

の
最
も
民
衆
的
な
も
の
で
、
鍋
害
の
來



る

時

九

字

を
切

っ
て

、

り

ん

ぺ

う
、

と

う

し
ゃ

、
か

い
ち

ん

、

れ

つ
ざ

い
ぜ

ん

(臨

兵

鬪

者

皆

陳

列

左

前

)

と

い

ふ
如

き

は
稍

工
専

門

的

　

　

　

　

　

　
　

　

　

こ
と
だ
ま

な

も

の

で
あ

る

。
特

に
言

靈

の

さ
き

ぼ

ふ
國

と

い
は

れ

た

る

我

が
國

に
於

て
は

「
こ

と

ほ
ぎ

」
と

て

回
方

に
祝

ぴ
詞

の
あ

る

に
對

し
、

他

方

に

は

忌

み

詞

と

て
、

之

れ

を

厭

ふ

の
言

語

あ

っ
て

「
こ
と

ほ
ぎ

」
を

述

ぶ
る

萬

歳

、

疫

拂

ひ
等

の
言
語

は

悪

魔

を

拂

ふ
も

の
と
し

て
喜

　

　

　

　

　

　
　

　
ズ

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　
へ
　
や

ば

る

曳
代

り

に
、

結

婚

の
場

合

に
は

さ

る

(去

る

)

か

へ
る

(歸

る

)

等

を

忌

み

て

ひ
ら

く

と

い

ふ
等

の
言
語

上

の
迷

信
は

今

も
殘

っ
て

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

ヘ　
　ヘ　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

居

っ

て
四

十

二
列

車

と

四

十

四

列
車

は
死

に

叉

は

死

し

に
通
す

る

が
故

に
乘

客

少

く

、

ホ
テ

ル

の
客

室

も
此

番

號

を

避

け

る

と

い
ふ
迷

信

さ

へ
も

存

す

る

の

で
あ

る
。

ル
ボ

ン
が

「
群

衆

心

理
」

に

於

て
未

開

人

に
は

推

理

な

く

し

て
聯

想

あ

る

の
み

と

い

へ
る

如

く

・
未

開

人

心

理

の
表

現

た

る
民

俗

に
は

聯

想

あ

っ
て

推

理

な

く

、

大
鳥

神

肚

の
酉

の
市

に
は

鷲
抓

み

の
聯

想

に
よ

っ

て
熊

手
を
賣

り

、
辨

財

天

で

は

「
己

な

る

金

」
の
お
札

を

出

し

、
清

正
公

に
て
は

「
勝

ち

の
守

」
毘

沙

門

天

に

て

は
蜒

蚣

の
足

の
如

く

に

多
く

な

る

と

の
聯

想

か

ら

「
む

か

で

小

判

」
を
出

す

の
類

皆

な

こ
れ
な

ら

ざ

る
は

な

い
。

此

言

語

の
禁

忌

は

や

が

て

文

字

の
禁

忌

と
も

な

っ

て
、
結

納

に
は

吉

字

を
選

ん

で

壽

留

女

、

末
廣

、

よ

う
昆

布

、
勝

男

武

士

等

の
字

を

用

る

も

亦

此
薦

め

で

あ

る
。

鬼
　
ε
　
追

儺

　
以
上
は
最
も
原
始
的
な
る
魔
、
井
に
こ
れ
を
拂
は
ん
と
す
る
信
仰

に
基
く
の
で
あ
る
が
、
此
魔
の
観

念
も

次

第
に
變
化
し
て
行
く
の

で
我
が
上
代
神
話
に
於
て
此
磨

似
た
も
の
は
伊
弉
冊
票

伊
弉
難

を
追
は
せ
た
ま
ひ
し
糞

肇

で
あ
り
・
こ
れ
ら
の
穢
れ
を
清
め

ん
と
て
橘
の
小
戸
儀
難

原
で
馨

た
ま
ひ
し
時
・
其
の
洗
ひ
落
さ
れ
た
る
議

論

と
な
れ
る
鴬

.藤

.臣
、祕
、で
あ
る
と
も
塾

せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ　　へ

る
丶
が
、
後
世
支
那
の
思
想
の
混
入
に
よ
っ
て
魔
の
観
念
も
變
化
し
、
其

の
呼
ん
で
お
に
と
い
ふ
は
隱

の
轉
訛

で
、「和
名
抄
」
に
は

「鬼

　
　
　
　
　
　

宗
　

教
　
　
風
　

俗
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

九



　
　
　
　
　
　

日

本

宗

揃教

大

講

座

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
一
〇

物
、
隠
れ
て
形
を
顯
は
さ
す
故
に
呼
ん
で
隱
と
い
ふ
」
と
あ
り
、
晋

の
干
寶

の

「捜
神
託
」
に
は
一、昔
、瀬
頭
氏
三
子
あ
り
、
死
し
て
属
鬼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藩

と
な
る
、

一
は
江
水
に
あ
り
て
虐
鬼
と
な
り
、

一
は
若
水
に
居
り
て
罔
両
鬼
と
な
り
、

一
は
人
の
塞
室
に
居
り
て
善
く
人
の
小
兒
を
驚
か

す
小
鬼
と
な
る
」
と
あ
る
。
此
鬼
を
追
ふ
追
儺

の
儀
式
は
古
く
朝
廷
に
も
行
は
れ
て
十
二
月
晦
日
、

　
大
舎
人
、
寶
鬼
を
つ
と
め
、
陰
陽
寮
、
祭
文
を
も
て
南
殿
の
邊
に
つ
き
て
よ
む
、
上
卿
以
下
こ
れ
を
追
ふ
、
殿
上
人
と
も
御
殿
の
方
に

　
立
ち
て
挑

の
弓
、
葦

の
矢

に
て
射
る
、
仙
花
円
よ
り
入
り
て
東
庭
を
経
て
瀧
ロ
の
戸
よ
り
出
す

{公
事
根
源

)

に
あ
り
、
現
に
今
日
に
於
て
も
節
分

の
夜
、
諸
方
の
紳
敵
佛
閣
に
て
行
は
れ
、
共

の
儀
式
は
さ
ま
冷
、
に
な
っ
て
居
る
が
、「
東
京
年
中
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
か
め
ぴ

事
」
の
示
す
所
の
覊
戸
天
棘
祗
の
は
最
も
奇
抜
な
も

の
で
、同
夜
は
就
前
に
燎

火
を
焚
き
紳
樂
を
奏
す
る
中
に
,
双
角
四
目

の
假
面
を
被
り

赤
鬼
青
蝿
に
扮
し
た
る
も
の
二
人
、
鹿
角
の
放
冷
ろ

き
て
勢
ひ
凄
じ
く
棘
殿
に
飛
び
上
ら
ん
と
す
る
を
狩
衣
、
同
折
烏
帽
子
姿
の
神
官
、

祚
杖
を
横

へ
て
之
れ
を
遮
ぎ
り
、「
+
二
間
四
面
の
花
の
お
瓧
を
建

て
八
間
に
神
殿
の
飾
り
、
羅
網
を
張
り
、
天

下
泰
平
、
國
土
安
全
の
神

事
を
駕
す
所

へ
不
思
議
な
る
も
の
見
え
て
候
」
と
て
神
符
の
語
を
つ
Ψ
け

「
早
く
名
乗
り
候

へ
」
と
い
ふ
と
、
青
鬼
赤
鬼
は
聲
を
揃

へ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
な
こ　
　
　
　
い
　

「そ
が
れ
し
に
て
候
か
、」
神
官
「早
く
名
乘
り
候

へ
」
と
繰
り
返
せ
ば
赤
鬼
は

「月
日
は
眼
、
風
は
息
、
山
海
か
け
て
我
が
身
な
る
」
と
名

乘
り

「
赤
き
息
を
つ
け
ば
七
日
七
夜
の
病
と
な
り
、
青
き
息
を
つ
け
ば
疫
病
と
な
る
、
よ
っ
て
節
分
毎
に
罷
り
出
で
、
人
の
命
を
ね
ら
ひ

候
」
と
い
ひ
、
青
鬼
は

「
我
も
災
紳
に
て
此
世
上

に
悪
事
を
駕
す
悪
鬼
な
り
」
と
名
乘
り

「時
な
ら
ぬ
災
難
と
て
我
が
駕
す
わ
ざ
な
り
依

っ
て
節
分
毎
に
罷
り
出
で
人
の
命
を
ね
ら
ひ
候
」
と
い
ふ
、
此
に
於
て
神
官
は

「
さ
れ
ば
神
道
の
い
は
れ
、
あ
ら
ノ
丶

語

り
聞

か
す
べ

し
・
謹
ん
で
承
り
候

へ
」
と
て
、
諾
册
二
神

の
此
幤
杖
を
以
て
魔
王
を
服
し
た
ま
ひ
、
魔
王
に
木
の
葉
に
手
形
を
捺
し
て
重
ね
て
障
碍
を

駕
す
ま
じ
ど
誓
ひ
、
其

の
後
天
滿
大
自
在
天
祚
と
現
は
れ
、
+
六
萬
八
千
の
眷
屬
を
從

へ
我
が
國
に
來
り
た
ま

ふ
由
を
告
げ

「か
く
為
難



き
幤
杖
を
も
ち
て
か
み
の
こ
そ
う
て
ノ
丶
」
と
鬼
を
打
た

ん
と
す
れ
ば

「許
さ
せ
た
ま

へ
く

」
と
叫
ぶ
、
神
官
即
ち

「我
が
國
は
王
国

な
れ
ば
お
の
が
住
家

に
あ
ら
す
、
餌
食
を
與
ふ
る
聞
、
も
と
の
山
へ
歸
り
候

へ
く

」
と
呼
は
れ
ば
鬼
共

「も
と
の
山

へ
歸
り
候
」
と
逃

げ
出
す
、
後
よ
り

「
鬼
は
外
、
輻
は
内
」
と
聲
い
さ
ま
し
く
豆
を
撒
く
の
で
、
下
谷
の
五
條
天
神
に
て
は
青
鬼
赤
鬼
の
逃
ぐ
る
を
傍
ら
に

　
　
　
か

待
ち
受
け
た
る
武
者
が
桃

の
弓
に
葦

の
矢
を
つ
が

へ
て
之
を
射
る
と
い
ふ
。
天
滿
宮
は
護
れ
も
知
る
如
く

菅

原

道

實
を
祀
る
の
で
あ
る

が
、「
元
亨
釋
書
」
に
は
天
慶
四
年
八
月
、
沙
門
道
實
、
冥
中
に
仞
利
天
に
於
て
菅
公
の
日
本
大
政
威
徳
天
と
し
て
天
雷
の
紳
を
驅
便
し
て

天
上

の
こ
と
を
司
ら
る
曳
を
見
た
と
い
ひ
、
寃

に
死
せ
し
道
實
の
靈
を
大

自

在

天

禪
と
し
て
祀
る
に
至
っ
た

の
で
、
大
自
在
天
は
梵
語

マ
ケ
イ

シ

ユ
う

摩
醯
首
羅
文
威
靈
帝
と
譯
し
諸
天
の
主
と
せ
ら
る
玉
の
で

一
切
の
魔
を
統
現
す
と
せ
ら
る
』
か
ら
此
儀
式
が
生
れ
出
た

の
で
あ
ら
う
。

牛
頭
天
王
ご
疫
神

　
併
し
我
が
民
俗
に
於
て
最
も
悪
魔
の
退
散
に
因
縁
あ
る
の
は
北
大
自
在
天
神
よ
り
も
俗
に
天
王
樣
と
云
は
る

」
牛
頭
天
王
で
、
安
倍
晴

　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し　
な

明
の
著
と
云
は
る
丶
「簫
籃
」
に
は

「
昔
、
中
天
竺
摩
訶
陀
國
、
靈
鷲
山
の
東
北
な
る
波
戸
那
城
の
西
、
吉
祥
天
源
王
金
城
の
大
王
を
高
貴

帝
と
號
し
、
・帝
釋
天
に
仕

へ
て
善
現
天
に
居
り
、
三
界

の
内
に
遊
戯
し
、
諸
星
の
探
題
た
り
、
名
け
て
天
刑
星
と
號
す
、
信
敬
の
志
深
き

に
よ
り
今
娑
婆
世
界
に
下
生
し
て
改
め
て
牛
頭
天
王
と
い
ふ
、
頭
に
黄
牛
の
面
を
戴
き
、
兩
角
尖
れ
る
こ
と
夜
叉
の
如
し
、
相
貌
他
に
異

る
が
故
に
后
宮
あ
る
こ
と
な
き
も
・
朝
政
を
怠
ら
ざ
る
が
故
に
國
土
安
泰
に
し
て
民
は
其
の
業
を
樂
む
、
偶
ま
天
帝
の
告
げ
に
よ
ザ
南
海

に
遊
行
し
て
夜
叉
國

に
至
る
、
大
王
を
互
丹
と
い
ひ
、
四
姓
は
悉
く
魑
魅
罔
兩
の
類
、
彈
呵
し
て
入
る
を
拒
む
、
牛
頭
天
王
、
已
む
な
く

松
林
に
翠
を
拾
ふ
少
女

の
教
に
よ
り

一
老
翕
を
訪
ひ
、
宿
り
を
乞
ふ
、
老
翁
名
を
蘇
民
將
來
と
い
ひ
、
之
れ
を
歓
び
迎
ふ
、
其
の
讒
せ
ん

　
　
　
　
　
　

宗
　
　
教
　
　
風
　
　
俗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

=
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日

本

宗

教

大

講

座

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
か
つ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
り
お
い
じ
よ

と
す
る
に
當
り
、

一
の
竇
船
を
與

ふ
、
天
王
之
れ
に
乘
じ
南
海
娑
竭
羅
龍
宮
に
至
る
、
龍
王
之
れ
を
歓
迎
し
、
娶
は
す
に
頗
梨
采
女
を
以

て
し
、
絡
に
八
王
子
を
生
む
、
天
王
、
八
王
子
に
命
じ
て
互
丹
を
伐
た
し
め
　
　
　
　
其

の
夜
叉
の
國
を
蘇
民
將
來

に
與

へ
、
誓
て
曰
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が

「
我
れ
末
代
に
行
疫
神
と
な
っ
て
八
王
子
眷
属
等
、
國
に
亂
入
す
べ
き
も
、
汝
が
子
孫
と
云
は
野
妨
碍
す
べ
か
ら
す
、
汝
に

一
の
守
護
を

定
む
、
故

に
二
六
の
我
文
を
授
く
、
濁
世
末
代
の
衆
生
は
三
毒
に
耽
り
て
煩
惱
増
長
し
、
四
大
不
調
に
し
て
甚
し
く
寒
熱

の
二
病
を
受
く

る
は
牛
頭
天
王
部
類
眷
属

の
所
行
な
り
」
と
あ
っ
て
牛
頭
天
王
は
行
疫
の
禪
と
せ
ら
れ
て
居
る
、
安
倍
晴
明
の
先
輩

に
し
て
殆
ん
ど
我
が

國
陰
陽
道
の
組
と
云
は
る
玉
吉
備
眞
備
の
唐
よ
り
震
る
や
牛
頭
天
王
を
播
磨

の
廣
峰
に
祀
っ
た
の
で
、
平
田
篤
胤

の

「牛
頭
天
王
辨
」
に

は
華
嚴
經
に
摩
羅
耶
山
、
施
檀
香
を
出
す
、
名
け
て
牛
頭
と
い
ひ
、
此
旃
檀
ば
能
く
熱
病
を
治
し
風
腫
を
去
る
よ
り
此
山
の
神
徳
を
表
し

て
牛
頭
天
王
と
す

…
…
…

「天
刑
星
我
密
儀
軌
」
に
は
牛
頭
天
王
、
魔
鬼
を
縛
黙
し
疫
難
を
攘
除
す
と
あ
る
よ
り
疫
病
の
紳
と
し
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ　
し　
も　り

あ
ら
う
と
あ
る
が
、
此
牛
頭
天
王
、
い
つ
し
か
我
が
素
盞
鳴
霹

に
習
合
せ
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
は
素
盞
鳴
尊

が
朝
鮮
の
曾
尸
茂
梨
に
居

ら
れ
た
、
此
曾
尸
茂
梨
が
牛
頭
を
意
味
す
る
に
基
く
と
い
ふ
詭
も
あ
る
が
、
古
く

「釋
日
本
記
」
引
く
所
の

「備
後
風
土
記
」
の
文
に
「我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

れ
は
薬
鑵
鳴
尊
神
な
り
後
世

に
疫
氣
あ
る
も
の
、
汝
蘇
民
將
來

の
孫
と
云
ひ
て
茅
の
輪
を
腰
上
に
つ
け
よ
」
と

の
た
ま
ひ
し
と
あ
っ
て
、

素
盞
鳴
尊
は
牛
頭
天
王
、
蘇
民
將
來
は
手
摩
乳
、
足
摩
乳
、
八
岐
ノ
大
蛇
は
亘
丹
將
來
、
頗
梨
采
女
は
奇
稻
田
姫

に
配
し
　
貞
観
十

一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ず
な
ん

僣
圓
如
が
神
託
を
受
け
て
播
磨

の
廣
峰
よ
り
京
都
の
八
坂

の
感
紳
院

に
移
し
、
藤
原
基
経
が
精
舎
を
造
營
し
た
る
牛
頭
天
王
は
祗
園
と
名

け
ら
釦
、
其

の
年
疫
病
流
行
せ
し
際
、
卜
部
同
臭
麿
な
る
も
の
東
中

の
男
女
を
傘
み
て
疫
神
を
神
泉
苑
に
逸
る
御
靈
會
を
修
せ
し
よ
り
今

も
祗
園
祭
と
し
て
京
都
の

一
大
祭
事
と
な
っ
て
居
る
。
尾
張
の
津
島
祚
瓧
も
亦
昔
は
牛
頭
天
王
枇
と
い
ひ
、
今
は
表
盞
鳴
鱆
稲
田
姫
を
祀

り
瓧
傳
に
は
紳
靈
初
め
對
馬
に
垂
迹
し
、
後
此
他
に
移
り
た
ま
ひ
日
本
國
中
牛
頭
天
王
の
根
元
牛
頭
天
王
日
本
總
砒
な
り
と
あ
っ
て
其
の



祭
事
も
亦
頗
る
壮
観
な
る
も

の
で
あ
る
。
此
津
島
を
初
め
諸
國
に
行
は
る
瓦
天
王
祭
は
多
く
疫
神
を
送
る
べ
き
川
叉
海
に
關
囃
し
且
つ
壯

觀
で
あ
り
賑
々
し
き
も

の
で
あ
る
.
さ
て
、
此
津
島
を
天
王
の
總
本
家
と
す
る
と
と
に
就
て
面
白
き
は
、
徳
川
時
代
に
爾
東

の
支
配
地
に

て
悪
疫
流
行
す
る
場
合
は
官
廳
に
謂
ふ
て
、

　
普
天

の
下
、
率
土
の
濱
、
王
土
に
あ
ら
ざ
る
は
な
し
、
汝
疫
神
、
速
に
立
ち
去
る
べ
し
、
若
し
立
ち
去
ら
ざ
る
に
於
て
は
津
島
牛
頭
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
王
に
奏
し
、
刑
罰
せ
し
む
べ
き
も
.の
な
り
。

　
　
何
村
疫
神
共

へ

と
の
差
紙
を
得
て
、
こ
れ
を
村

の
入
同
等
に
貼
る
こ
と
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。

蘇
民
將
來
符
畆廾
に
五
節
句

　
牛
頭
天
王
を
以
て
疫
病

の
神
と
し
、
此
天
王
が
蘇
民
將
來
に
與

へ
ら
れ
し
二
六
の
秘
文
に
則
っ
て
、
一

　
大
幅
長
者
蘇
民
將
來
子
孫
人
也

を
白
揚
樹
を
四
角
叉
は
六
角
に
創
り
た
る
も
の
に
書
し
た
る
を
牛
王
の
符
と
稱
し
、
備
前
の
西
大
寺
、
信
濃

の
國
分
寺
・
陸
中
の
正
法
寺

等
に
て
は
或
は

一
月
七
日
或
は
節
分
の
夜
等
に
之
れ
を
幽
し
、
裸
體
に
て
奪

ひ
合
ふ
風
が
あ
る
。
特
に
名
高
き
西
大
寺
に
て
毎
年
陰
暦

一

月
元
旦
よ
り
二
士
日
の
修
正
會
を
行
ひ
其
の
結
願
の
日
此
符
を
出
す
に
て
、
参
詣

の
人

々
は
西
大
寺
川
に
身

を
清
め
雜
蹈
し
て
牛
王
殿
に

詰
め
掛
け
各
自
こ
れ
を
得
ん
と
し
て
喧
囂

の
聲
、

一
里
の
外
に
聞
ゆ
る
と
い
ふ
状
態
で
あ
る
。

　
内
に
此
二
六
の
秘
文
を
牧
め
、
外
に
五
節
の
祭
り
を
違

へ
ざ
る
は
悪
病
返
矢
の
法
な
り
と
す
る
の
が
牛
頭
天
王
の
託
宣
な
り
と
し
て
・

　
　
　
　
　
　

宗

教

風

俗

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

二
二



　
　
　
　
　
　

日

本

宗

教

大

五
節
句
も
亦
之
れ
に
因
縁
し
、

正
月

一
日

三
月
三
日

五
月
五
日

七
月
七
日

九
月
九
日

講

座

赤
白
の
鏡
餅
は
亘
丹
の
骨
肉

蓬
莱
の
草
餅
は
亘
丹
が
皮
」膚

冊昌
蒲
の
結
粽
に
亘
丹
が
鬢
髪

小
変
の
索
麺
は
亘
丹
が
筋
肉

黄
菊
の
酒
水
は
亘
丹
の
血
脈

一
四

と
て
悉
く
E
丹
調
伏
の
意
を
寓
し
、
魔
除
け
の
思
想

の
件
は
ざ
る
は
な
い
。
併
し
此
五
節
句
は
支
那
傳
來
で
、
節
句
は
節

に
當
っ
て
供
を

設
け
る
の
義
、
叉
節
供
と
書
き
、
我
が
國
に
て
は
正
月
七
日
を
若
菜

の
節
句
と
い
ひ
、
此
日

「芹
、
な
つ
な
、
こ
げ
う
、
は
こ
べ
ら
、
ほ

と
け
の
ざ
・
す
聖
な
・
す
讐
し
ろ
」
の
茶
茶
を
摘
み
之
れ
を
粥
に
混
じ
て
食
す
る
と
悪
病
を
除
く
と
稱
し
、
今
も
奮
式
の
家
に
て
は
薪
、

庖
丁
、
火
箸
、
擂
木
、
杓
子
、
金
杓
子
、
菜
箸

の
七
具
を
以
て

「唐
土
の
島
が
日
本
の
土
地
に
渡
ら
ぬ
先
き
に
な
つ
な
七
草
」
と
は
や
し

て
之
れ
を
刻
む
の
風
が
あ
る
。
三
月
三
日
は
上
巳
の
節
句
と
い
ひ
、「
太
平
御
覧
」
に
は

「漢
の
末
に

郭
虞

と

い
ふ
も
の
に
三
人

の
女
あ

り
、
三
月
上
の
巳
の
三
日
ま
で
に
三
女
生
れ
て
三
女
共

に
死
す
、今
に
至
る
ま
で
人
こ
れ
を
忌
み
東
流
の
水
の
漫
に
行
き
て
祚
す
」
と
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
が
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
し
ろ
　
　
　
セで
も
の

て
災
害
除
け
に
基
く
に
疑
ひ
な
く
、
我
が
國
に
て
雛
人
形
を
祀
る
は
紙
に
て
人
形
を
つ
く
り
、
之
船
を
形
代
又
は
撫
物
と
い
ぴ
、
こ
れ
に

災
害
を
轉
嫁

せ
し
め
し
咒
の
思
想
に
基
き
、
五
月
五
日
は

「績
齊
諧
記
」
に
は
屈
原
此
日
汨
羅
に
投
じ
た
る
を
楚
の
國

の
人
燐
み
て
竹
の

筒
に
米
を
入
れ

こ
れ
に
投
ぜ
し
ょ
り
粽
を
作
る
の
風
を
な
す
と
あ
り
、「公
事
振
源
」
に
は
君
、
高
率
氏
の
悪
子
五
月
五
日
に
舟
に
乘
り
て

海
を
渡
り
し
時
、
俄
か
に
暴
風
に
遇
ひ
て
沈
み
、
水
神
と
な
っ
て
人
を
な
や
ま
す
を
以
て
或
る
人
五
色
の
糸
を
以
て
粽
を
駕
し
て
海
中
に



投
げ
入
れ
し
か
ば
五
色
の
蛟
龍
と
な
り
、
こ
れ
よ
り
人
を
害
せ
ざ
る
に
基
く
と
い
ぴ
、
七
月
七
日
は
七
夕
(星
祭
り
の
こ
と
後
に
譲
る
)と

て
才
能
を
星
に
斫
り
、
九
月
九
日
は
重
陽
と
て
菊
花
の
酒
に
よ
っ
て
災
を
攘

ふ
と
て
こ
れ
に
菊
慈
童
の
傳
読
が
あ
っ
て
、
昔
、
周
穆
王
、

天
竺

に
至
り
て
釋
尊
よ
り
法
華
経
の
要
文
を
傅

へ
、
こ
れ
を
寵
臣
慈
童
に
授
け
ら
れ
、
慈
童
、
躑
縣
の
山
奥
に
あ
り
て
其
の
要
文
を
菊
の

葉

に
書
き
た
る
に
、
其

の
葉
よ
り
落
つ
る
露
は
靈
水
と
な
り
、
慈
童
は
之
れ
を
飲
み
て
長
生
し
、
其
の
下
流
三
百
余
家
皆
な
不
老
不
死
と

な
る
、
慈
童
、
八
百
歳

の
齡
を
経
て
其

の
貌
少
年
の
如
く
、
魏
∵支
帯
の
時
、
名
を
彭
祖
と
改
め
て
帝
に
菊
を
献
じ
て
共
の
齡
を
延
ば
し
め

た
と
い
ふ
の
で
、
も
と
よ
り
牽
強
付
會
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
我
が
宗
敏
風
俗
に
入
っ
て
、
今
も
東
京
淺
草
の
観

音
に
て
は
陰
暦
の
九
月
九

日
参
詣
人
、
菊
花
を
佛
前
に
供
し
て
、
佛
前
の
菊
を
受
け
來
れ
ば
逆
さ
ご
と
と
て
子
や
孫
に
先
き
立
た
る
玉
憂
目
を
見
な
い
と
い
は
れ
て

居
る
。

牛
祭
ご
や
す
ら
ひ
祭

　
先
き
に
擧
げ
た
祗
園
會
、
天
王
祭

の
疫
病
拂
ひ
た
る
の
み
な
ら
す
、
多
く
の
祭
事
は
其

の
爲
め
に
行
は
る
』
の
で
中
に
も
奇
態
な
る
は

　
　
う
ツま
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

京
都
太
秦

の
牛
祭
と
同
じ
く
今
宮
の
や
す
ら
ひ
祭
で
あ
る
、
太
秦
の
廣
隆
寺
は
聖
徳
太
子
の
秦
河
勝
に
命
じ
て
建
立
せ
し
め
ら
れ
し
古
刹

で
あ
る
が
、
永
観
年
間
に
惠
心
僧
都
、
此
寺
に
來
り
七
日
七
夜
誦
経
し
た
ま
ひ
し
滿
夜
、

一
人

の
兒
童
、
牛
に
乘
り
て
赤
青
の
鬼
四
匹
、

各
鉾
を
携

へ
、
朦
朧

と
し
て
現
は
る
、
此
兒
童
を
摩
多
羅
紳
と
い
ぴ
、
其
の
鬼
を
四
天
王
と
い
ひ
、
爾
来
毎
歳
十
月
十
二
日
夜
子
の
刻
に

こ
れ
に
象
り
て
顏
に
は
紙
製

の
大
な
る
假
面
を
冠
9
、児
童
の
假
面
を
被
れ
る
も
の
は
牛
に
乘
り
、鬼

の
仮
面
を
被
れ
る
も
の
は
鋒
を
取
り

「
五
穀
黌
饒
」「摩
多
羅
紳
」等
の
文
字
を
書
せ
る
大
行
灯
を
さ
玉
げ
、
牛
を
乘
り
廻
は
し
薬
師
堂
に
向
ひ
て
奇
妙
な
る
祭
文
を
讀
み
、
最
後

　
　
　
　
　
　

宗
　
　
教
　
　
風
　
　
俗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五



　
　
　
　
　
　

日

本

宗

一教

大

講

座

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　
d
六

に

「此
の
如
き
異
類
異
形
無
道
無
慚
の
や
つ
ば
ら
に
於
て
は
長
く
遠
く
根
の
國
ま
で
拂
ぴ
退
く
べ
き
も

の
な
り
」
と
讀
み
経
る
や
、
百
雷

の
一
時
に
落
る
が
如
き
普
し
て
前
面
の
営
内
に
馳
け
込
む

の
で
あ
り
、
今
宮
は
桓
武
天
皇

の
頃
よ
り
疫
棘
と
し
て
祀
ら
れ
し

一
小
祠
を
後

刷
條
天
皇
の
長
保
年
間
天
下
大
に
疫
病
あ
り
し
時
、
當
肚
に
所
念
し
踊
躍
し
て
紳
靈
を
慰
め
、
之
れ
を
洛
北
紫

野
に
鎮
め
し
か
ば
疫
病
全

く
鑽
り
し
に
基
き

「
百
練
抄
」
に
は

「
久
壽
二
年
四
月
東
中
の
兒
女
風
流
を
備

へ
鼓
笛
を
調

べ
紫
野
に
ま
み
る
。
世
に
之
れ
を
夜
須
禮
と

い
ふ
」
と
あ
っ
て
、
毎
年
四
月
十
日
に
行
は
る
玉
祭
り
に
は
赤
き
裲
襠
を
身

に
着
し
、
赤
旄
を
頭
に
被
り
、
異
體

の
粧
を
爲
し
て
鉦
太
鼓

叉
竭
皷
を
持
ち
、
人
な
る
絹
傘

の
上

に
種

々
な
る
花
を
飾
り
た
る
も
の
を
、
さ
し
か
け
、

　
や
す
ら
い
花
よ
、　

や
す
ら
に
さ
い
た
、　

あ
す
な
い
花
よ
、　

か
し
た
る
小
袖
を
、　

と
げ
/
丶
か
け
な

、　

や
す
ら
い
花
よ
、

な
ぞ
と
唱

へ
つ
Σ
太
鼓
鉦
皷

に
合
し
つ
義
今
宮
に
詣
で
神
前
に
踊
躍
す
る
の
で
、
昔
は
頗
る
盛
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。
其

の
外
か

玉
る
例
を
舉
ぐ
れ
ば
限
り
な
い
で
あ
ら
う
が
、
他
は
類
推
に
任
し
て
、
更
に
次
の
問
題
に
移
る
こ
と
と
す
る
。

■



三
、
死
及
び
死
靈
に
對
す
る
信
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

死

後

の

靈

魂

に

就

て

、
死
後
の
霾
魂
に
就
て
は
原
始
人
の
信
仰
が
依
然
と
し
て
未
だ
殘
っ
て
み
る
、
そ
れ
が
、
風
俗

に
現
れ
て
を
る
も

の
は
、

一
つ
は
人
の
靈

魂
は
そ
の
肉
體
の

一
部
に
存
在
す
る
と
い
ふ
器
管
魂
の
読
で
、
そ
れ
は
血
液
腎
臓
、
爪
及
び
毛
髪

に
靈
あ
り
と
し
て
血
を
吸
っ
て
そ
の
靈

を
使
ひ
得
る
と
考

へ
、
兄
弟
分
の
杯
に
血
を
す
玉
る
、
叉
は
血
判
に
よ
っ
て
起
誓

の
誠
を
示
し
、
頭
髪
を
切
っ
て
我
が
身
代
り
と
す
る
こ

と
、
今
尚
そ
の
面
影
を
存

し
て
を
る
。
殊
に
臓
腑
を
食
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
靈
魂
を
使
ひ
得
る
と
い
ふ
俗
信
は
現
れ
て
演
劇
に
脚
色
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
る
ち
や
ま
う
ば

ら
れ
て
を
る
も
の
が
少
く
な
い
。
か
の
坂
田
金
時
の
出
生
を
脚
色

せ
る
、
「
嫗

山
姥
」
の
如
き
、
叉
は
那
須
の
與

一
を
脚
色
せ
る

「
扇
的
四

海
硯
」
の
如
き
そ
の

一
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
元
よ
り
作
家

の
想
像
に
出
た
の
で
あ
る
が
然
し
そ
の
観
念
が
民
族
の
う
ち
に
潜
在
し
て
を
つ

た

こ
と
は
爭
は
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
器
管
魂
の
如
き
、
普
通
に
靈
魂
と
い
は
れ
る
も
の
は
、
死
し
て
動
物

に
轉
生
す
る
と
考

へ
ら
れ
て
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う　
だ　う

る
、
早
く
日
本
式
命
が
そ
の
靈
、
白
鳥
と
な
り
、
田
道
は
死
し
て
蛇
と
な
っ
た
と
い
ふ
僻
論
は
、
わ
が
古
代
に
存
し
て
、
陸
奥
の
善
知
鳥

紳
肚
は
、
善
知
鳥
安
方
な
る
も
の
丶
靈
が
死
し
て
鳥
と
な
っ
て
、
雄
は
ウ
ト
ウ
と
鳴
き
、
雌
は
ヤ
ス
カ
タ
と
鳴
い
た
と
い
ひ
、
下
野
の
雀

の
宮
は
買
方
朝
臣
の
靈
が
死
し
て
雀
と
な
っ
た
と
い
ふ
徳
論
を
牧
園
に
有
し
て
み
る
。
そ
の
他
か
丶
る
類
は
頗
る
多
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

死

後

の

裁

判

死
し
て
轉
生
す
る
と
い
ふ
考
は
道
徳
思
想
の
進
歩
に
よ
っ
て
善
行
を
な
せ
る
も
の
と
、
悪
行
を
な

ぜ
る
も
の
と
は
そ
の
往
く
と
こ
ろ
を

　
　
　
　
　

宗
　
　
教
　
　
風
　
　
俗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
　

日

本

宗

教

大
講

座

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

異
に
せ
る
も
の
と
い
ふ
思
想
を

喚
起
し
來
っ
て
、
そ

の
結
果
は

死
後
の
裁
判
の
思
想
と
な
っ
て
来
て
を
る
。
支

那
に
於
て
は

冥
府
に
於

て
は
冥
官
が
裁
判
す
る
こ
と
」
な
9
、

エ
ジ
プ
ト
に
於
て
は
オ
シ
ル
ス
が
裁
判
す
る
と
な
っ
て
を
り
、
印
度
に
て
は
ヤ
マ
が
裁
判
す
る
と

考

へ
ら
れ
て
を
つ
た
。
日
本
に
於
て
は
佛
敏
と
共
に
こ
れ
ら
の
冥
土
の
考

へ
や
死
後

の
考
が
人
生
を
三
為
に
見
る

こ
と
蕊
な
り
、
生
よ
り

死
に
至
る
迄
を
本
有
と
い
ひ
、
死
よ
り
生
に
至
る
迄
を
中
有
を
い
ひ
、
こ
れ

に
死
即
ち
死
有
を
加
ふ
る
こ
と
玉
な

っ
て
三
と
な
る
。
そ
の

中
有
の
歌
沢
が
、
死
後
の
歌
態
で
、
こ
れ
に
死
出

の
山
、
三
途
の
川
、
並
に
閻
魔
.の
信
仰
と

い
ふ
も
の
が
生
れ
て
来
る
。
人
が
死
ん
で
中

有
の
族
に
向
ふ
初
め
に
越
ゆ
る
山
を
死
出
の
山
と
い
ひ
、
こ
れ
が
幽
冥
の
境
界
、
こ
れ
か
ら
先
き
は
冥
土
で
閻
魔

王
の
領
分
で
あ
る
。
「地

藏
十
王
經
」
に

「
閻
魔
王
の
國
界

の
南
門
に
死
出
の
山
あ
ρ
、
亡
人
過
ち
重
く
雨
足
迫
っ
て
膝
を
破
り
膚
を
さ
き
、
骨
を
折
り
、
…
…
瞼

板
に
て
杖
を
蕁
ね
云
云
」
と
あ
る
。
此
冥
界
に
は
閻
魔
を
大
王
と
し
て
他
に
丸
正
あ
り
、
併
せ
て
十
王
と
い
ふ
、
此
死
出
の
山
を
越
え
て

最
初
に
行
く
の
は
秦
廣
王
、
こ
れ
は
初
七
日
、
こ
」
で
極
悪
と
極
書
と
が
定
っ
て
、
ま
だ
定
ら
ぬ
も
の
は
、
初
江
王
の
廳
に
途
ら
れ
る
こ

れ
が
二
七
日
、
其

の
道
に
あ
る
の
が
三
途
川
、
上
流
に
浅
瀬
、
中
流

に
は
橋
が
あ
9
、
下
流

に
は
深

い
瀬
が
あ
る
。
こ
れ
は
罪

の
輕
重
に

よ
っ
て
渡
る
所
が
違
ひ
、
最
も
重
い
者

の
渡
る
深
い
瀬
は
流
れ
も
激
し
き
上
に
、
水
中
に
潅
蛇
多
く
し
て
之
れ
を
苦
め
、
岸
、
岸
に
大
き

な
木
が
あ
っ
て
呉
下
に
は
奪
衣
婆
あ
っ
て
衣
服
を
剥
ぎ
取
P
、
こ
を
樹

に
か
け
て
罪
の
輕
重
を
計

9
、
初
江
王
廳

に
て
裁
判
を
受
け
、
未

だ
決
せ
ざ
る
も
の
は
、
業
關
と
い
ふ
開
所
を
越
え
て
、
こ
玉
に
手
足
を
切
り
取
ら
れ
影
の
如
く
業
風
に
吹
か
れ
て
三
七
日
目
に
宋
帝
王
の

　
　
　
　
　
　
　
　

,

廳
に
至
り
、
こ
玉
に
も
決
せ
ら
れ
ぬ
も
の
は
業
江
と
い
ふ
大
河
を
渡
っ
て
四
七
日
に
五
官
王
の
許

に
至
り
、
こ
ふ
に
罪

の
輕
重
を
計
る
秤

が
あ
り
、
か
く
て
五
十
日
目
に
逸
ら
る
瓦
の
が
閻
魔
大
王
の
廳
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
此
間
に
追
善
供
養
を
す
る
も
の
が
あ
れ

ば
、
モ
ッ
ト
早
く
判
定
せ
ら
れ
る
と
す
る
の
で
、
こ
れ
が
七
日
々
々
の
供
養
の
行
は
る
玉
本
で
あ
ら
う
。
閻
魔
大
王
は
十
王
で
は
五
番
目



に
あ
た
り
、
五
七
日
に
達
し
、
其

の
外
に
六
七
日
、
蠻
成
王
、
七
々
日
に
泰
山
庸
君
、
こ
蕊
で
大
抵
父
母
を
求
め
て
生
れ
出
る
が
、
更
に

百
日
に
平
等
王
、

一
年
に
都
市
王
、
三
年
に
五
道
轉
輪
王
な
ぞ
と
あ
っ
て
百
ケ
日
、

一
周
忌
、
三
周
忌
な
ぞ
に
當
て
玉
薬
の
管
轄
を
説
い

て
居
る
が
、
佛
教
の
方
で
は
閻
魔
だ
け
で
外
の
九
王
は
な

い
、
こ
れ
は
皆
な
支
那
で
考

へ
幽
さ
れ
た
の
で
、
此
間
魔
も
、
も
と
～
、
佛
教

で
は
な
く
印
度
の
婆
羅
門
教

の
死
の
神
夜
鷹
か
ら
轉
じ
て
來
た
の
で
、
佛
敏

の
方
で
は
閻
魔
は
梵
語
、
支
那
に
譯
し
て
は
靜
息
と
い
ひ
・

悪
を
靜
思
せ
し
む
る
の
意
で
あ
る
と
い
ふ
。
從
っ
て
こ
れ

に
對
す
る
、
或
は
三
七
日
五
七
日
の
法
要
が
營
ま
れ
る
宗
教
風
俗
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

于

　

　
蘭

　

　

盆

　
干
蘭
盆
は
、
言
を
印
度
に
發
し
て
、
于
蘭
は
梵
語
、
倒
懸
の
苦
を
救
ふ
と
い
ふ
こ
と
、
倒
懸
は
苦
中
の
苦
で
、
飢
餓
の
苦
も
亦
こ
れ
と

.

類
似
し
て
を
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
食
物
を
食
器
に
盛
り
て
そ

の
苦
を
救
ふ
こ
と
と
な
る
、
盆
は
食
器
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
釋
霹
在

世
の
と
き
、
目
蓮
尊
者
が
、
自
分
の
死
ん
だ
母

の
苦
を
救
は
ん
が
た
め
、
父
母
乃
至
七
世
の
父
母
を
供
養

せ
ら
れ
た
の
に
發
し
、
こ
れ
を

七
月
十
五
日
と
定
め
た
の
は
、
印
度
に
於
て
は
三
ケ
月
の
雨
期
が
あ
り
、
こ
の
季
間
ぼ
雨
安
居
と
稱
し
、
衆
僧
は

一
緒
に
始
終
し
て
、
止

り
修
行
す
る
も
、
七
月
十
五
日
は
、
こ
れ
は
衆
僧
自
恣

の
日
と
い
ひ
、
此
日
よ
の
思
ぴ
思
ひ
に
行
乞
に
出
掛
け
る
、
目
蓮
が
此
日
に
衆
僧

を
供
養
し
た

の
に
始
ま
り
、
此
日
を
期
し
て
父
母
並
に
祗
先
の
靈
を
祭
る
こ
と
は
支
那
に
於
て
早
く
よ
り
始
ま
り
・
日
本

に
來
っ
て
齋
明

天
皇

の
三
年
、
飛
鳥
寺
の
西
に
設
け
ら
れ
た
、
こ
れ
は
追
孝
報
恩
の
風
俗
で
あ
る
。

四
、
信
仰
の
對
象

ご
祭
祀
風
俗

宗
　
　
教
　
　
風
　
　
俗

一
九



日

本

宗

教

大

講

座

二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
流

行

の

禪

佛

　
紳
佛
耶
の
三
教
に
對
す
る
信
仰
は
、
そ
れ
み
丶
読
か
れ
て
を
る
の
で
あ
る
が
、
我
民
間
信
仰
と
し
て
共
の
對
象

と
な
り
つ
つ
あ
る
も
の

は
・
久
し
き
紳
佛
混
淆
の
結
果
、
頗
る
雑
然
た
る
も

の
が
あ
る
。
而
し
て
共
の
最
も
盛
ん
に
行
は
れ
る
も
の
は
、
伊
勢
大
神
宮
を
別
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
が
の
み
た
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　だ
き
に

て
他
の
神

々
に
於
て
は
、
何
れ
も
紳
佛
の
混
淆
し
た
る
も

の
で
あ
る
、
稲
荷
、
こ
れ
倉
稻
魂
神
で
あ
る
。
印
度
の
批
枳
尼
と
習
合
せ
ら
れ

て
榊
佛

幽
方
面
か
ら
崇
拝
せ
ら
れ
る
、
八
幡
、
こ
の
祭
神
に
就
て
は
古
來
異
説
あ
る
が
、
民
間
に
於
て
は
八
幡
大
菩
薩
の
信
仰
が
今
獪
厳

然
と
し
て
殘
っ
て
を
る
、

こ
の
八
幡
の
武
神
た
る
に
對
し
て
、
文
紳
と
し
て
天
滿
大
自
在
天
神
が
祭
ら
れ
て
み
る
。
こ
れ
は
菅
涼
道
實
の

靈
を
祭
ら
れ
て
み
る
が
、
普
通
に
天
職
と
稱
さ
れ
て
自
在
天
神
の
思
想
と
混
合
し
て
を
る
、
叉
先
に
も
擧
げ
た
牛
頭
天
王
は
、
素
盞
鳴
命

を
祭
神
と
し
て
あ
る
が
、
異
聞
で
は
天
王
樣
と
種
し
て
盛
ん
な
る
祭
禮
が
行
は
れ
て
を
る
。
佛
教
に
於
て
最
も
盛
ん
に
祭
ら
れ
る
も
の
は
,

淨
土
門
の
彌
陀
は
、
暫
時
別
と
し
て
、
他

の
諸
宗
を
通
じ
て
薬
師
、
観
音
、
地
藏
並
に
不
動
で
あ
る
。
其
他
最
も
雑
然
と
し
て
を
る
も
の

と
し
て
は
、
七
.醐
紳
で
、
こ
れ
は

　

一
・
壽
老
人
　
南
極
老
人
、
星
の
化
身

に
し
て
壽
命
を
司
る
の
棘
、
或
は
之
れ
を
太
上
老
君
即
ち
老
子
、
名
は
聘
の
こ
と
で
あ
る
と
い

　
　
　

ひ
、
共
に
支
那
の
異
聞
信
仰
た
る
道
教
よ
り
傳

へ
來

つ
た
の
で
我
が
國
で
は
之
れ
を
白
鬚

明
神

に
配
し
て
居
る
。

二
・
大
黒
天

梵
語
塵
評
灘

と
い
ひ
・
大
黒
天
神
經
に
は

コ

切
貧
窮
藷

の
衆
生
の
爲
め
に
大
幅
徳
を
與
へ
ん
が
た
め
に
衾

婆

　
　
　
・塞
の
形
を
現
す
」
と
あ
る
印
度

の
婆
羅
門
の
神
に
屡
す
る
も
の
で
、
我
が
國
で
は
之
れ
を
大
國
主
命
と
習
合
し
て
居
る
。

　

三
、
輻
祿
壽
　
道
歡

の
紳
た
る
天
の
三
星
、
漁
と
壽
と
存
擧
げ
た
の
で
、
童
顔
長
頭
の
異
裝
の
支
那
人
を
以
て
標
示
し
て
居
る
。



■

　
四
、
惠
比
壽
　
大
國
主
命

の
御
子
車
代
主
命
と
し
御
父
大
國
主
命
の
大
黒
天
と
共

に
輻

の
紳
と
し
て
最
も
多
く
崇
敬
せ
ら
る
蕊
七
繭
棘

　
　
　
中
・
唯

一
の
杲

の
紳
で
み
る
。
或
は
之
額

蟹

聾

し
或
旗

讒
籌

と
す
る
説
も
あ
る
が
い
つ
れ
も
杲

の
禪
で
あ
る
・

　
五
、
辨
財
天
　
詳
し
く
は
能
與
總
持
智
慧
集
大
辨
財
天
と
い
ひ
、
叉
宇
賀
の
神
將
と
稱
し
、

一
切
衆
生
の
た
め

に
愛
蘭
を
授
け
・
無
上

　
　
　
菩
提
に
入
ら
し
め
ん
と
し
た
ま
ふ
印
度
の
紳
で
、
七
輪
神
南
唯

一
の
女
性
で
あ
る
。

　
六
、
毘
沙
門
　
こ
れ
も
印
度
の
禪
で
・
支
那
に
課
し
て
多
聞
天
と
い
ひ
・
悪
魔

の
軍
を
除
か
ん
が
爲
め
に
金
甲
を
撰
し
・
足
に
藍
饗
躍

　
　
　
ら
ん
ぽ

　
　
　
藍
婆

の
二
鬼
を
蹈
み
、
手
に
寶
珠
と
寶
塔
と
を
持
っ
て
ご
ざ
る
御
方
で
あ
る
。

　
七
、
布
　
袋
　
こ
れ
は
支
那
明
州
奉
化
縣

の
契
此
と
い
ふ
僧
侶
で
自
ら
稱
し
て
長
汀
子
布
袋
和
尚
と
號
し
だ
實
在
の
人
で
あ
る
。

印
度
、
支
那
、
日
本
三
國
の
紳
を
同

一
寶
船

の
申
に
雑
居
せ
し
め
た
此
七
繭
紬
の
信
仰
を
見
て
も
、
我
が
民
間
信
仰

の
如
何
に
雑
糅
な
る

か
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
。

自

然

崇

拝

　
自
然
祭
神
は
諸
種

に
分
類
せ
ら
れ
る
、
今
そ
の
概
要
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

　

囀
、
天
體
崇
拝
、
天
照
大
神
を
太
陽
に
象
徴
し
奉
る
は
、
い
と
も
か
し
こ
し
、
月
読
命
を
月
に
表
象
し
て
祭
る
と
共
に
、
農
村
の
風
俗

と
し
て
は
、
月
待
ち
、
日
待
ち
等
の
行
事
が
あ
る
。
正
月
元
旦
の
初
日
出
は
縁
起
を
親
ひ
、
二
十
六
夜
の
月
待
ち
は
三
尊
の
彌
陀
降
臨

に

た
と

へ
、
佛
教
徒

の
間
に
は
彼
岸
の
中
日
の
落
日
は
極
楽
の
西
門
に
入
る
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
を
る
。
星
は
支
那
傳
來
の
七
月
七
日
の
七

夕
星
祭
り
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
牽
牛
織
女
の
兩
星
を
祭
る
と
し
て
古
來
よ
り
行
は
れ
て
を
る
。
其
他
天
體
の
變
象

を
騨
と
し
て
祭
る
風
の

　
　
　
　
　
　

宗
　
　
歡
　
　
風
　

俗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



　
　
　
　
　
　

日

本

宗

教

大
講

座

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　ニ
二

神
あ
り
、
雨
の
紳
あ
り
、
從
っ
て
雨
請
ひ
の
如
き
風
俗
は
今
も
到
る
處
に
あ
り
、
其
他
雷
を
棘
と
し
、
こ
れ
に
撤

す
る
除
電
の
符
は
、
先

に
い
ふ
た
天
神
其
他
佛
…教
に
於
て
は
上
州
呑
龍
上
人
等
に
於
て
出
す
の
で
あ
る
。

　
二
、
山
嶽
崇
拝
、
地
上
に
あ
っ
て
最
も
天
に
近
き
も
の
と
し
て
、
何
れ
の
國
に
於
て
も
山
嶽
崇
拜
が
あ
る
。
山

に
は
大
山
觝
紳
あ
り
と

し
て
之
を
神
聖
観
す
る
こ
と
は
古
代
よ
り
存
し
て
を
つ
て
、
佛
歉
渡
来
後
、
更
に
こ
れ
を
身
心
練
行
の
道
場
と
し
て
、
こ
の
山
嶽
を
中
心

と
す
る
宗
敏
は
、
我
日
本
に
は
、
帥
ち
役
行
者
を
組

と
す
る
修
驗
道
を
山
伏
と
稱

へ
て
、
此
山
嶽
を
以
て
身
心
を
練
る
の
で
あ
っ
て
、
夏

季
に
於
て
登
山
の
風
俗
が
盛
ん
に
行
は
れ
、
殊
に
日
本
第

一
の
高
山
で
あ
る
富
士
は
最
も
盛
ん
で
、
此
山
を
中
心
と
し
て
扶
桑
數
實
行
敏

等
が
現
れ
て
を
る
。
此
の
登
山
者
に
は
諸
種

の
風
俗
が
あ
っ
て
、
普
通
に
淺
聞
大
菩
薩
と
女
體
の
紳
と
し
て

　
修
驗
道
、の
本
山
で
あ
る
大
峯
、
こ
れ
叉
諸
稚

の
登
山
風
俗
を
存
し
て
み
る
。
山
嶽
崇
拝
に
附
矚
し
て

一
言
せ
ざ

る
べ
か
ら
ざ
る
は
、
自

然
の
奇
形
な
ろ
岩
石
を
以
て
紳
覗
す
る
、
こ
れ
は
陸
中

の
三
石
明
聯
、
播
磨
の
石
の
寶
殿
、
伊
勝
の
二
見
岩

の
如
き
、
そ
の
最
も
著
名
な

る
も
の
で
あ
る
。

　
三
、
動
物
崇
拜
、
直
ち
に
動
物
を
祚
と
す
る
の
は
、主
と
し
て
理
想

の
動
物
で
あ
っ
て
、そ
の
室
要
な
る
も
の
は
山
に
あ
っ
て
は
天
狗
、

水
に
あ
っ
て
は
龍
、
こ
の
二
つ
の
信
仰
は
今
も
盛
ん
に
行
は
れ
る
。
直
ち
に
こ
れ
を
紳
と
せ
す
、
祕
の
使
者
と
す

る
も
の
、
こ
れ
に
は
稲

荷
の
狐
最
も
著
名
な
る
も
の
で
あ
る
。
時
に
は
此
の
狐
を
神
を
す
る
に
至
る
が
、
こ
れ
を
棘
と
す
る
に
は
、
昔
は
稻
荷
騨
就

に
詣
で
製
正

一
位
の
神
位
を
受
け
来
る

と
い
ふ
習
俗
が
あ
っ
た
。
勲
他
八
幡
の
鳩
、
熊
野
の
烏
、
辨
天
の
蛇
、
大
黒
の
鼠
の
如
き
砦
な
騨
の
使
者
と
し

て
之
を
崇
敬
す
る
。

　
四
、
植
物
崇
拝
、
老
樹
大
木
は
、
大
抵
こ
れ
を
直
ち
に
紳
と
し
て
七
五
三
を
張
っ
て
紳
と
し
て
祭
っ
て
居
る
。
安
房

の
大
楠
・
播
磨
の



尾
上
高
砂

の
松

の
如
き
、
そ
の
類
で
棘

の
愛
樹
と
し
て
崇
敬
す
る
も
の
は
天
神
の
梅

の
木

の
如
き
で
あ
る
。

　
外
に
、
生
殖
器
崇
拜
、
生
の
崇
拜
は
諸
種
の
形
式
を
以
て
我
日
本
に
行
は
れ
、

一
時
は
陰
陽
道
と
眞
言
宗
と
の
混
合
に
な
る
立
川
流
の

如
き
邪
義
を
生
じ
た
如
き
で
あ
る
。
今
も
徇
、
金
精
明
祕
と
し
て
邏
阪
の
地
に
盛
ん
に
行
は
れ
て
を
る
。
其
他
、
道
租
紳
、
道
陸
神
の
如

き
も
の
に
よ
っ
て
其
面
影
を
存
し
て
を
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

祭

祀

風

俗

　
宗
教
風
俗
の
中
心
た
る
も
の
は
祭
祀
風
俗
で
あ
る
が
、
今
や
紙
數
も
蠱
き
ん
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
左
に
こ
れ
を
圖
表
し
て
、
次
の
槻

會
に
俟
つ
こ
と
と
し
た
い
。

祭
祀
風
俗
の
分
類
i

一
國
内
に
謹
選
せ
る
も
の
ー

-
外

國

傳

來

の

風

習
1

宗
　
　
教
　
　
風
　
　
俗

1

淫

靡

の

風

あ

る
者
丁
・

1
争
闘
を
事
と
す
る
者
ー

ー
遊
女
の
参
列
す
る
者

　
　
(佳
吉
の
田
植
祭
の
如
き
)

1
淫
隈

の
装
飾
す
る
者

　
　
(越
後
花
田
水
使
の
如
き
)

1
男
女
混
淆
の
者

　

(盆
踊
の
如
き
)

1
倫
四武

の
気
象
を
養
ふ
者

　
　
(相
馬
.の
野
馬
追
血祭
の
如
き
)

i
單
に
争
闘
す
る
者

　

(姫
路
の
修
羅
踊
の
如
き
)

一
穂
符
を
得
ん
と
す
る
者

　
　
(西
大
寺
の
牛
王
符
の
如
き
)

,i
支

　

那

　

的

(
麗
奠
、
五
節

句

の
類
)

f

印
　

度

　

的

(
佛
教

の
諸

法
要

の
類
)

二
三

(
完

)


